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研究シーズの概要 
信号にゼロが多いことなどをスパース性があるといいます。スパース推定は、スパース性をもつ⾼次元の信号を、低次元

の信号から復元する推定⼿法です。画像処理、天⽂学、情報通信など、広い応⽤があります。 

研究シーズの詳細 
◆研究例◆

例えば、以下の連⽴⽅程式には、x, y, z と 3 つの未知数が含まれています。
x + y + z = 1 
x + 2y + 3z = 1 

未知数の数よりも、式の数のほうが少ないため、たくさんの x, y, z がこの連⽴⽅程式を満たします。でも、その解のうち、
x, y, z に 0 が最も多く含まれるものを探すと、x=1, y=0, z=0 というひとつの解に定まります。このように、解のなかに
0 が多いときには、未知数の数よりも式の数が少なくても、正しく連⽴⽅程式を求めることができることがあります。これが、
スパース推定の仕組みです。この性質を利⽤すると、より少ないヒントから、より多くの情報を得ることができます。 

画像は 0 が多い信号ではないのですが、フーリエ変換などをすると、0 が多い信号になることがおおいです。このように、
何らかの変換をすることによって、スパース性がある信号とみなすことができる信号にもスパース推定を⽤いることができま
す。スパース推定は、MRI の撮像、ブラックホールの観測、スパース重ね合わせ符号などに既に応⽤されています。 

想定される⽤途・応⽤例 
◆ 変数選択
◆ 信号処理（画像処理など）

セールスポイント 
スパース推定に利⽤できるライブラリの開発も進んでいて、フリーウェアで実装しやすいことも利点のひとつです。 
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